
大和郡山市の近世城下に

おける文化財調査で，地方

中核都市として発展を日指

す郡山の町づくりの手掛り

を得ることを目的としてい

る。今回の調査内容は，、

近世城郭復元調盗，⑤城郭

遺存状況調査，＠城内7.ｉｈｉ

調査，’ｊ城内植生調査，、

城下町割・水路調査，（〔,城

下近枇社寺調査，③城下町

並調査，①保存と活用のた

めの構想案の提示などであ

る。以下に調査結果の概略

を報告する。

城郭遺存状況調査は，江

戸時代の城下絵図や現状航

空写真をもとに現地踏寄し

大和郡山の文化財調査

建造物研究室・平城宮跡発掘調査部・埋蔵文化財センター

て行なった。巾濠以内はう/T1Iiの一部に後''1:の怖修がみられるが，全体として旧形を保ってい

る。外濠及び土塁の遺存状況は，東及び北側で比較的良好であるのに対し，四及び南側では宅

地化が進み大半は失なわれている。また濠の水質も工場・家庭排水の流入で汚濁が目立ち，窟

栄養化がかなり進行している。

城下町制・水路調査では，江戸後期の町制間やりl治の地籍側と比較して，町測を区画する街

路や背削水路も旧態をよく残していることがわかった。町家|'.1体は，度重なる火災や天災で江

戸末期以降の再建になるものが多く，また近年の建替えもＬl立つが，往時の面影を残す町並も

本町や鍛冶町，紺屋町，洞衆寺など随所に残っている。

城~ド近11t社寺調査では，城下の24件について，平面の実測・年代の確定の韮水調査を行なっ

た。全体的に１７世紀巾頃から1811t紀Ill頃に建立した建物が多く残っている。

調査は次年度も継続され，文化財評価はもとより，町づくりの指標となるべきそれらの保存

・活用の諸提 言 を 行 な う 予 定 で ある。（勉井伸雄・本中真）
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